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介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

小さいグループホームにしか出来ないサービス（小さな事にも気が付く目配り、心遣いやご本人への声かけはもちろんご家族とのコミュニケーション）の向上を図ってきま
した。ご家族もコミュニケーションが取り易い状況となっています。また90歳で入居された方も今年で100歳を迎えられますが、スタッフや他の入居者の方と楽しく過ごして
おられます。入居者、スタッフの入れ替わりも少なく、入居者６名中３名が現在90歳代でありますが、力量に応じて買い物付き添い、散歩や、お出かけなどの個別対応をし
ております。従業員も、９名中７名が３年以上の勤続となっており、馴染みも深く取れています。　またホームに幼児の訪問もあり、入居者の方も母親に戻られた様に活き

活きされています。

「地域に根付いた介護施設」を目標に、地域の方々とのコミュニケーションを心がけています。

「なかよし便り」の発行や、地域活動への積極的な参加、中学生の職場体験受入れに継続的に取り組んでいます。

消防設備のスプリンクラーも設置し、消防訓練にも地域の方々にもご参加いただき、地域の防災活動として取り組んでいます。
認知症ケア専門士を取得したスタッフによる社内研修や外部研修にも積極的に参加し、さらなるケア技術の向上に取り組んでいます。

本ホームは、枚方市南部に位置する東香里元町の戸建て住宅が立ち並ぶ一角に在る。平成１５年開所当時は住宅改造型グループホームで
あったが、３年前グループホーム住宅として新築し、同町内より移転した。１階に４居室と共同生活空間、２階に２居室とホーム代表者
(施設長)個人用居室を置き、外観は全くの一般住宅である。「普通の家で普通の暮らしを」の理念の如く、入居者・職員がひとつの家族
(姉妹・娘・孫)のように、仲良く会話を楽しみながら毎日を送っている。市医療助成課の発行する医療証を使い、週2～３回デイサービス
に通っている。その日は、居室や共用空間の清掃を行い、また日中の余裕ある時間を有効に活用して、職員会議やホーム内研修などを行
い、職員のレベルアップに繋げている。ホームで人生を終えられた入居者も数名おられ、最期までホームにいられる事は、入居者・家族に
とって心安らかな事である。地域に於いては、「なかよし便り」を発行し、グループホームと認知症の理解を深める取り組みをしており、
理解も徐々に得られるようになってきた。玄関先に掲げる「グループホーム　なかよし」の看板も只今準備中との事である。ますますの発
展を祈りたい。

情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

特定非営利活動法人エイジコンサーン・ジャパン

大阪市住之江区南港北2-1-10　ATC　ITM棟９階

平成24年6月14日

http://www.osaka-kaigohoken-kohyou.jp

平成　２４　年　７　月　１０　日

2772401788.

有限会社なかよし

グループホームなかよし

認知症対応型共同生活介護

大阪府枚方市東香里元町４番１３号

平成24年5月10日 評価結果市町村受理日


